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平成 31年度第２回 立川市入札等監視委員会審議概要

開 催 日 及 び 場 所 令和元年７月１日（月） 立川市役所 201 会議室

出 席 委 員 氏 名 鈴木満 委員長、山田春紀 委員、榎本孝芳 委員

審 議 対 象 期 間 平成 31 年 1 月 16 日～平成 31 年３月 31 日

対 象 件 数 工事 0件 委託 22 件 総件数 22 件 （備考）

抽 出 案 件 工事 0件 委託 11 件 総件数 11 件

一 般 競 争 入 札 工事 0件 委託 0件 総件数 0件

特 命 随 意 契 約 工事 0件 委託 11 件 総件数 11 件

次 第

１ 委員長あいさつ

２ 議事

(1)審議

ア 平成 30年度委託等契約抽出案件について

（平成 31年 1 月 16 日から平成 31 年 3 月 31 日まで）

(2)報告

ア 委託等契約の推移（平成 26年度から平成 30 年度まで）

イ 平成 30年度委託等契約の状況について

ウ 平成 30年度委託等契約プロポーザル案件審査結果について

エ 平成 30年度変動型最低制限価格（委託）について

オ 平成 30年度工事成績評定実施報告について

カ 平成 30年度委託成績評定実施報告について

３ その他

委員からの意見、質問及びそれに対する回答

意見・質問 回 答

１ 委員長あいさつ

２ 議事

(1)審議

ア 平成 30 年度委託等契約

抽出案件について

（平成 31 年 1 月 16 日から

平成 31年３月 31 日まで）

・品質管理課長が、平成 31年１月 16日から平成 31

年３月 31日までに発注された22件の委託等契約

について、平成 29 年度の同一期間との比較結果

を説明する。

・総価契約（以下、総価）・一般競争入札（以下、

競争）の契約件数は平成 29 年度と比較して 12

件から８件に減少した。

・変動型最低制限価格が算定された入札は３件あ

った。また、低入札案件（落札率が 50％以下）

が２件あった。なお、抽出案件（落札率が 95％以
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＊例年、管渠清掃が高落札率で、競

争が十分に行われていないのでは

ないか。

＊３月末に集中する長期継続契約の

契約期限を６月末に移行させたが

戻っている。

＊長期継続契約は、契約内容に応じ

て 60 ヶ月や 72 ヶ月等の長期契約

も必要と考える。

(2)報告

ア 委託等契約の推移

（平成 26年度から

平成 30年度まで）

上）は０件であった。

・品質管理課長が、特命随意契約（以下、特命）の

抽出案件 11件について説明をする。

「立川市保育事務システム改修委託（元号改正に

かかるシステム改修）」、「平成 30 年度 戸籍電算

システムコンビニ交付保守委託」、「基幹系システ

ム改修委託（特別税額通知書の印字位置等変更対

応）」、「人事給与・庶務事務システム新元号対応

作業委託」、「障害者福祉システム改修委託（元号

改元対応）」、「立川市子ども家庭相談システム改

修委託（新元号対応作業）」、「生活保護システム

改修委託」、「人事給与システム改修委託（勤勉手

当制度改正対応）」、「立川公園野球場ネットフェ

ンス改修工事実施設計委託」、「小学校給食管理シ

ステムデータ移行作業委託」、「立川アートコレク

ション改修委託」。

＊競争性が保たれているか過去の入札状況等を含

めて検証をする。

＊長期継続契約の運用拡大時に契約期限を３月末

に揃えてしまったので、見直しをして６月末に戻

すことも検討したい。

・品質管理課長が、平成 26 年度から 30年度までの

委託等契約の推移について特徴的な点を説明す

る。

・契約件数は緩やかな増加傾向であり、平成 29 年

度から平成 30 年度にかけては、競争が減少し特

命が増加している。競争は、長期継続契約の更新

期の変動で平成 30 年度は更新する案件が少なか

ったことが影響している。特命は、元号対応等に
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イ 平成 30 年度委託等契約の

状況について

伴うシステム改修が多かったことと、家庭ごみ等

分別収集委託８件の更新があったことが影響し

ている。

・税抜契約金額は、平成 28 年度と平成 30 年度に増

加している。これは、平成 28 年度に基幹系シス

テムの構築運用委託で 17 億円、水道施設運用事

業委託で 15.5 億円、また、平成 30年度には家庭

ごみ等分別収集委託８件で 56 億円といった高額

案件があったことが影響している。

・品質管理課長が、平成 30 年度の委託等契約状況

について、平成 29 年度との比較結果で特徴的な

点を説明する。

・落札者所在地別、入札方法別の契約件数では、市

内業者が総価・特命で 11 件の増加、総価・競争

で 17 件減少している。特命の増加理由は家庭ご

み等分別収集委託の更新期、また、競争の減少理

由は長期継続契約の更新が少なかったことが影

響している。市外業者では総価・特命で 12 件増

加している。理由としては元号対応等に伴うシス

テム改修が多かったことが影響している。

・落札者所在地別、入札方法別の税抜契約金額は、

市内業者で競争が 1.4 億円の減少、準市内業者で

リースが 3.3 億円の増加になった。市内業者の競

争の減少理由は長期継続契約の更新、準市内業者

のリースの増加理由は図書館情報総合管理シス

テム機器リースの更新が影響している。市外業者

では競争で 6.5 億円の増加があった。理由として

は庁舎管理業務委託の更新が影響している。

・落札率は、単純平均落札率で 1.4 ポイント減少の

75.07％、加重平均落札率では 6.7 ポイント増加

の 83.56％になった。理由として庁舎管理業務委

託 8.6 億円の高額案件が 99.88％の高落札率で落

札されたことが影響している。

・業種別では設備設計、環境関係測定機器保守、測

量、下水道管路内ＴＶカメラ調査業務、管渠清掃、

クリーニングが高落札率で推移している。

・参加状況では、１社入札が総価・競争で 11 件か

ら 24 件に増加している。特にリースについては
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ウ 平成 30 年度委託契約

プロポーザル案件

審査結果について

エ 平成 30 年度変動型最低制限

価格（委託）について

オ 平成 30 年度工事成績評定

実施報告について

０件から９件に増加、入札を辞退して最終的に１

社になってしまった案件が多くあった。

・長期継続契約は、契約件数が 48 件で全体の件数

に占める割合としては 8.9％であった。単純平均

落札率は、長期継続契約のほうが全体平均より低

くなっている。

・準備行為は、契約件数が 253 件で全体の件数に占

める割合としては 46.7％であった。単純平均落札

率は、準備行為のほうが全体平均より高めになっ

ている。

・品質管理課長が、平成 30 年度の委託契約プロポ

ーザル案件４件の審査結果について説明をする。

「学校間ネットワーク構築業務支援委託」、「立川

市健康ポイント事業業務委託（単価契約）（複数

年）」、「立川競輪開設 67周年記念競輪開催に係る

イベント演出等関連業務」、「立川市学校図書館支

援指導員事業委託（複数年）」。

・変動型最低制限価格について、実施件数が総価・

単価契約を合わせて 74 件で単純平均落札率は

71.77％であった。

・最低制限価格以下で無効が出た案件は 74 件のう

ち 16 件、全体の 22％で無効が発生した。社数と

しては、24 社であった。

・総価の対象件数は 99 件、71 件が算定対象になり

算定率は 71.7％であった。71 件の単純平均落札

率は 71.16％、未算定の 28 件は 84.64％であっ

た。

・品質管理課長が、平成 30 年度の工事成績評定の

状況について、特徴的な点を説明する。

・評定件数は例年 130 件前後で推移している。

・平成 30年度の総評定点の平均は 72.6 点、最高点

は 83 点、最低点は 60点であった。

・業種別では、平均総評定点が高い順に、今期は建

築、設備、土木となっている。課別の集計では、

施設課が一番高く、下水道管理課が一番低くなっ

ている。
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カ 平成 30 年度委託成績評定

実施報告について

＊落札率が低いほど総評点も低いと

いった、いわゆる「安かろう悪か

ろう」の傾向が見られたが、今年

は解消されているようである。

＊工事品質を上げるには良い仕事を

する人が報われる必要がある。工

事成績評定点を活用した入札制度

の導入を検討していただきたい。

３ その他

(1)新清掃工場建設について

４ 議事

(1)次回開催について

・品質管理課長が、平成 30 年度の工事系の委託成

績評定の状況について、特徴的な点を説明する。

・評定件数は例年 20 件前後で少ない。

・総評定点の平均は 68.9 点、最高点は 85点、最低

点は 56 点であった。

・課別の集計では、工事課が一番高く、公園緑地課

が一番低くなっている。

・品質管理課長が、新清掃工場建設について、経過

報告をする。

・基本契約の締結に関して、市議会本会議に諮り、

無事に了承された。

・次回の開催は８月30日（金）午前10時


